発達障害におけるきょうだい支援についての検討 : 児童期・思春期のきょうだいへのアプローチ (修士論文要約) by 塩野 由乃
－64
発達障害におけるきょうだい支援についての検討
児童期･思春期のきょうだいへのアプロ チー
臨床こ理学専修　P07607 塩野　 由 乃
(指導教員　玉瀬耕治教授・大久保純一郎教授)
問題と目的
2005年 ４月に 匚発達障害者支援法」が施行
されたことで、障害をもつ本人と、その家族
への支援の必要性が明らかにされている。な
かでもきょうだいへの支援は、必要性が指摘
されながらも明確な支援がなされてこなかっ
た。平川(1986) は、さようだいの適応に関
連している要因として、匚障害児・病児の要
因」匚きょうだいの要因」匚家族の要因」の三
点を指摘している。一方で、白鳥（2005）は、
匚特有の悩み」を持つと同時に、人開的成長
につながる 匚得がたい体験」もすると両面性
を指摘している。このように様々な指摘がさ
れているが、きょうだいが具体的にどのよう
なことに困難を感じているのかは明確ではな
い。本研究では、さようだいの具体的困難に
ついて発達段階に応じた支援策を検討する。
研究Ｉ
成人きょうだいが語る具体的出来事から、
児童期・思春期の支援への方向性を考える。
方法
障害をもつ同胞がいる成人のきょうだい３
名（男性１名、女性２名）を対象として半構
造化面接を行った。同胞の障害は、知的な遅
れを伴う自閉症またはダウン症であった。対
象者の平均年齢は27.7歳であった。面接時間
は約１時間であった。
質問内容　 生育歴に沿って、匚小学校のこ
ろの出来事や思い、両親や周りの対応」匚中
高生のころの出来事や思い、両親や周りの対
応」匚最近の出来事や思い、周りの対応」匚同
胞へのかかわりについて」匚きょうだいの立
場としてきょうだい児に伝えたいこと」であっ
た。
結果と考察
質問項目を軸にして３名の語りをまとめた
結果、次の３点の特徴や思いが得られた。
葛藤を繰り加えず小・中学生時代　 ３名共
に小学生の頃には同胞の障害に対する意識が
あった。同胞がいることでいじめや差別を受
けたことはないと語っていた。学校やきょう
だい会で同胞について話すことには抵抗がみ
られた。中学生以降では個人内変化とともに
同胞への意識がより強くなっていた。
匚特別感」へのかかわり　 両親の影響は大
きく、障害をもつきょうだいがいることが、
知識を持った支援者としての 匚特別感」とな
るか、特別に扱われることを当然とする 匚間
違った特別感」へと傾くかは、幼いころから
のかかわりによると考えられた。
自分たちに関わる人への思い　当事者外の
かかわりについては、理解してもらうことの
難しさが語られた。　しかし、さようだい配慮
の観点は歓迎しており、我々は 匚開かれた体
制」をつくることが求められていると考えら
れた。
研究n
児童期、思眷期のきょうだいの日常生活で
の困難と対処法を明らかにし、家族および支
援者の支援の可能性を示す。
方法
障害をもつ同胞がいる８歳～16歳のきょう
だい14名（男性８名、女性６名）を対象とし
て半構造化面接を行った。同胞の障害は知的
障害を伴う自閉症、広汎性発達障害であった。
結果の分析は、KJ 法（川喜田、1986) を用
いた。
質問内容　事前に保護者から同胞のことで
何か聞いていることはないかを確認した後、
匚同胞はどんな人か」匚困りごとついて」匚困
りごとの対処法、相談者」匚援助の希望」に
ついてたずねた。
結果と考察
りごとの内容が分散していた。また、小学生
の46％が 匚直接的被害」を訴えており、高校
生の困りごとは 匚直接的被害」のみであった。
困りごとの解決方法　困りごとの対処法は、
匚自己解決」匚他者解決」匚我慢」匚未解決」に
分類された。さようだい児の42％が、困りご
とが起きた際に 匚我慢」していることが示さ
れた。特に 匚直接的被害」の場合、匚我慢」
が61 ％、匚自己解決」が22 ％であり、約 ８割
が他者に頼らず解決させていることが示さ
れた。
相談相手と援助希望　 さようだいの相談相
手は、匚母親」と答えた人が57 ％であった。
小学生は 匚友だち」に相談すると答えた人が
いなかったのに対し、中学生の67％が相談相
手に 匚友だち」を挙げていた。さようだいに
とって母親は重要な存在であるが、さようだ
いの発達とともに、慎重なかかわりが必要と
なることが示された。援助の希望については、
匚援助希望なし」が最も多かった。　しかし、
希望なしと答えた人の80％が、困りごとがあ
ると訴えていた。さようだい児の支援には、
日常生活の中で具体的な解決方法を呈示する
Table l　きょうだい児の困 りごと
分類　　　　　 刊立項目　　　　　　　　 件数 合計
直接的 被害
さようだい児の困りごと　さようだいの78.5　　 疎通性の欠如
％が困りごとがあると答えた。全部で40 件の
困りごとが語られた。困りごとの内容は、
匚直接的被害」匚疎通性の欠如」匚予測不能」
匚特異的な立場・感覚」匚自分自身」に分類さ
れた。男性の50％は、匚直接的被害」に関す
る困りごとをあげていたのに対し、女性は困
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予測 不能
特異的 な立 場
・感 覚
自分 白身
暴力 ・暴言
騒音
侵入
こだ わり
自己 巾心性
コ ミュニケー ショ ン 困難
脱走
突発 的行動
他者 への対応
異質 性
きょ うだい間 以外
９
５
４
－
３
３
２
－
３
２
－
２
２
－
５
18
(4 5%)
8
(2 0%)
5
(12%)
-
4
(10%)
- 5
(12%)
こと、囗固の尊重」と 匚共に育つ」家庭環境
をバランスよく保つこと、きょうだいが援助
を希望する際に母親が中心となり第三者がサ
ポートを行えることを知らせることが必要で
あると考えられた。
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